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二
十
五
名
表
彰
さ
れ
る

古

日
月
2
日
、
市
政
や
産
業
経
済
、
教
育
、
文
化
な
ど
の
振
興
と
発
展

品

会

に
尽
さ
れ
羽
績
の
あ
っ
た
万
二
十
五
名
に
つ
い
て
、
市
表
彰
規
則
に
も

ヰ

合

と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
表
彰
規
則

卒

女
が
制
定
さ
れ
て
第
一
回
目
の
表
彰
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
毎
年
日
月
3
日

ぷ

合

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
彰
式

平

台
は
市
役
所
3
階
大
会
議
室
で
、
市
長
は
じ
め
関
係
者
多
数
出
席
し
て
行

平

合

な
わ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

何?

(
順
序
不
同
)

人
命
救
助

橋
本
松
治

新
角
川
一
丁
目

2
1
4

昭
和
灯
年
日
月
仲
間
日
の
人
命
救
助
行

為
は
市
民
の
模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た

職
能
功
労

野
崎
喜
一
郎

鹿
野
1
3
8

昭
和
日
年
か
ら
魚
津
郵
便
局
に
勤
務

し
、
終
始
一
貫
表
裏
な
く
郵
便
外
務

に
精
励
さ
れ
市
民
の
福
祉
増
進
に
尽

さ
れ
た

教
育
功
労

青

木

節

三

鴨

川

町

1
1
8

昭
和
同
年
か
ら
市
立
村
木
小
学
校
学

校
医
と
し
て
保
健
教
育
の
援
興
に
尽

さ
れ
た

大

谷

清

瑞

小

川

寺
3
0
2
6

永
年
に
わ
た
り
魚
津
市
文
他
財
調
査

委
員
会
委
員
と
し
て
文
化
財
の
調
査

発
掘
保
存
に
尽
さ
れ
た

木

下

庄

作

文
化
町
9
1
6

昭
和
同
年
か
ら
市
立
本
江
小
学
校
学

校
歯
秘
医
と
し
て
保
健
教
育
の
振
興

に
尽
さ
れ
た

高
月
宗
久
本
町
一
丁
目

7
1日

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
さ
れ
た

高

橋

実

友
道
2
1
0
7

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
社
会
教
育
委

員
と
し
て
本
市
社
会
教
育
の
振
興
に

尽
さ
れ
た

松
井
正
ニ

文
化
町

6
l
m

永
年
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に

尽
さ
れ
た

産
業
経
済
功
労

魚

崎

義

雄

港
町

6
l
H

多
年
に
わ
た
り
遠
洋
漁
業
の
発
展
に

努
め
ら
れ
本
市
水
産
業
の
振
興
に
尽

さ
れ
た

大
商

・
才
ニ

火
の
宮
町

2
i
n

多
年
に
わ
た
り
北
洋
漁
業
の
漁
携
長

と
し
て
業
務
に
精
励
さ
れ
後
進
の
指

導
育
成
に
尽
さ
れ
た

金
子
和
右
衛
門

虎
谷
2
0
8

多
年
に
わ
た
り
造
林
の
普
及
と
扶
育

に
努
力
さ
れ
本
市
林
業
の
振
興
に
尽

さ
れ
た

境

末

治

大
先
寺
1
7
4
0

そ
莱
産
地
の
育
成
と
品
種
改
良
の
普

及
に
努
力
さ
れ
本
市
そ
菜
栽
惜
の
振

興
に
尽
さ
れ
た

関
井
豊
三

新
金
屋
一
丁
目
1
1古

堅
地
漆
器
塗
り
の
研
究
と
後
進
の
技

術
指
導
に
尽
さ
れ
た

本

井

一

一義

小

川

寺
2
9
3
2

多
年
に
わ
た
り
ぶ
ど
う
の
栽
培
技
術

の
研
究
と
改
良
に
努
め
ら
れ
本
市
果

樹
栽
培
の
振
興
に
尽
さ
れ
た

横

田

一

郎

浜
経
団
3
2
0
1

多
年
に
わ
た
り
遠
洋
漁
業
の
発
展
に

努
め
ら
れ
本
市
水
産
業
の
振
興
に
尽

さ
れ
た

災
害
防
護
功
労

‘

加

藤

信

政

本
新
8
0

昭
和
同
年
か
ら
魚
津
市
消
防
聞
に
あ

っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
本

市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽

さ
れ
た

厚
生
事
業
功
労

梅
田
し
か
子

住
吉
2
9
4
5

昭
和
同
年
か
ら
上
口
保
育
園
保
母
と

し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
一
意
専
心
本

市
の
児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
さ
れ
た

沢
泉
静
子

新
金
屋
一
丁
目

5
l
m

昭
和
同
年
か
ら
魚
津
第
二
保
育
園
保

母
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ

一
意
専

心
本
市
の
児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
さ

れ
た

本

井

ハ

ル

小
川
寺
2
9
1
6

永
年
に
わ
た
り
母
子
家
庭
の
相
談
指

導
と
母
子
福
祉
の
向
上
に
尽
さ
れ
た

更
生
保
護
功
労

田
浦
と
め

緑
町

1
l引

昭
和
お
年
か
ら
保
護
司
と
し
て
青
少

年
の
更
生
指
導
に
努
力
さ
れ
魚
津
市

の
明
る
い
環
境
づ
く
り
に
尽
さ
れ
た

交
通
安
全
功
労

中
川
耕
作

新
金
屋
一
丁
目

6
1
お

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
思
慰
の
普

及
と
交
通
事
故
防
止
に
尽
さ
れ
た
。

市
政
功
労

大
崎
利
三
男

北
鬼
江
8
7
6

昭
和
位
年
か
ら
魚
津
市
農
業
委
員
会

の
委
員
と
し
て
市
政
に
参
画
さ
れ
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
さ
れ
た

関

口

畠

次

天
神
野
新
2
3
0
2

多
年
に
わ
た
り
魚
津
市
農
業
委
員
会

の
委
員
と
し
て
市
政
に
参
画
さ
れ
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
さ
れ
た

相

馬

庄

八

相
ノ
木
4
2
6

昭
和
め
年
か
ら
魚
津
市
農
業
委
員
会

の
委
員
と
し
て
市
政
に
参
画
さ
れ
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
さ
れ
た

西
尾
順
之
助

青
島
2
5
6

昭
和
白
年
か
ら
魚
津
市
農
業
委
員
会

の
委
員
と
し
て
市
政
に
参
画
さ
れ
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
さ
れ
た

2 
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大杉台住宅団地宅地分譲区画図

取付道路

一一

画地別宅地分譲 予定 価格表 団地 1~1 近見取図

量豊|醐 単価 金額 宅番号地 面積 単価 |金額

円
2.088.000 円

m 
6.900円 2.208.000円1 1 36lF 5.800 21 I 320 

2 260 6.900 1.794.000 22 320 6.900 2.208.000 

3 320 6.900 2.208.000 : 23 320 6.900 2.208.000 

4 400 7，500 3.000.000 24 315 6.900 2.173.500 

5 250 7.500 1.875.000 25 315 6.900 2.173.500， 

6 260 6.900 1.794.000 26 320 6 .900 I 2.208.0∞| 
6州2.208，0007 500 7.500 I 3.750.000 I 27 320 

8 430 28 320 6.900 2.208.000 

9 320 6.900! 2.208.000 i 29 315 6.900 2.173.500 

10 250 6.400 1.600.000 i 30 355 7.500 2.662.500 

11 270 6.400 1.728.000 31 360 7.500 2.700.000 

12 360 6.900 2.484.000 34 320 7.500 2.400.000 

13 500 6，900 3.450.000 35 320 5，800 1.856.000 

14 420 6.900 2.898.000 36 315 5.800 1.827.000 

15 450 6.900 3.105.000 37 315 7.500 2.362，500 
-一一ー. - 一ーー.
..16.. 440 、 6.sQQ 3.036，000 38 3つ0 7，500 2，400，000 

17 380 6，900 2，622.000 39 320 7.500 2，400.000 

18 400. 6-.9∞ 2，760.00Q 40 315 7.500 2，362.500 

20‘ 千15: 6.900 2，173.5∞ 41 355 7.500 2.662.500 
._ ‘ 

- 3 ---



第Stll郵便物際可

勤信協の融資が大巾に

引上げられました

(結婚資金制度の貸出しが)
できました ノ

県内に住居をもっ勤労者が、自分の家

を持ちたい、 生活資金や教育資金が足り

ない、結婚するのに資金が不足するとき

など、勤労者信用基金協会の保証によっ

て、労働金庫から融資が受けられます。

砂一般生活資金

融資額=1万円以上 20万円まで

期間=5ヵ月払い__.3 6カ月払い

利率=年 9%

砂住宅資金

融資額=3 0万円以上__.5 0万円ま

で

期間=元金均等 200回払い

利率=年8.76%
借入目標額のM以上を所用日の

3カ月以前に労働金庫のホーム

プラン預金にと加入の方。

(但し、住宅積立預金に加入し

ていない場合は、 300万円を

限度として、利率は年 9%) 

砂教育資金

融資額=2 0万円__.5 0万円まで

期間=据置期間(在学中)を含め

叩年以内(短大は 8年以内)

利率=年8.4%

砂結婚資金貸出

融資額=20万円__.5 0万円まで

期間=5年以内

利率=年8.4%

なお、それぞれの資金貸出しについて

は次の条件を満していること。

・現在の職場に生活資金の場合は 2年以

上、住宅資金、結婚資金の場合は 3年

以上、教育資金の場合は10年以上勤続

している乙と。

・平均月収が毎月返済金の、生活資金の

場合は 5倍以上、住宅資金の場合は 3

倍以上、教育資金の場合は、退職金が

融資額ιL上あること。

・結婚資金の場合は、婚約が成立してい

るもの、結婚後3カ月以内のもの。

・確実な保証人が 1名以上いること。

一

広 報うおづ 48.11.15 

画地別宅地分譲予定価格表

宅番地号 面積 単価 金額 宅番号地 面積 単価 金額

m 
7，500 円

円 m 円
2.100.000 円42 360 2.700.000 75 280 7.500 

44 315 6.900 2.173.500 76 275 7，500 2，062，500 

45 320 6.900 2.208.000 77 245 6.900 1.690.500 

46 320 6.900 2.208.000 78 250 6.900 1.725.000 

47 320 6.900 2.208.000 79 250 6.900 1. 725.000 

48 .315 6.900 2.173.500 80 250・46 ，900 1.725.000 

49 315 6.900 2，173，500 81 245 .900 1..690，500 

50 320 6，900 2.208，000 82 245 日.900 1.690.500 

‘ 51 320 6.900 2，208.000 83 260 6，900 1.794，000 

52 320 6.900 2，208.000 84 260 6.900 1.794.000 

53 315 6.900 2.173.500 6.900 1.794.000 

54 255 6.900 1.759.500 86 255 6.900 1.759.500 

55 260 I 6.900 1.79.1.000 87 250 6.900 1，725.000 

56 200 I 6.9∞ 1.794.000 88 . 250 6..400 1.600.000 

57 260 I 6.900 1.794.000 89 270 6，400 1.728.000 

58 255 6.900 1.759，500 90 260 6，900 1 ';794~000 

59 245 6.900 1.690.500 91 260 6.900 1.794，000 

60 250 6.900 ~ 1.725.000 92 320 6.400 2，048.000 

61 250 6.900 1."(25.000 93 260 6.400 1.66<1，000 

62 250 6.900 1，725.000 6.900 1.794.000 

63 245 6.900 1.690.500 95 . I 250 6.900 1.725.000 

65 280 I 7.500 2.100.000 96 l' 270 6.400 1.728，000 

66 275 97 550 6.900 3.795，000 

67 350 7 . 500 I 2，625 .000 98 550 6.900 3.795.000 

68 360 7.500 2.700.000 99 i 470 6.900 3.243，000 

69 350 7，500 2.625.000 100 460 6.900 3，174，000 

70 450 6.900 3.105.000 101 720 6.900 4，968.000 

71 300 6.400 1.920.000 102. i 550 i. 6.900 3.795.000 

72 240 .6，400 1，536.000 103 I 350 6.900 2.415，000 

73 350 6.900 2.415.000 104. 370 6，900 2.553，000 

74 275 7.500 2.062.500 -、

j忙しい時こそ 1 
j;;忘れられがちの 1人ぐらしの老人に: 1 

いたわりを j 
k向山，..，... .. "，.."" ・H・"".""円山r-.rザ.J' v ' ，. - 、" .'"戸川rJ"'.. . .，~.，..、、へ"'，.... ・・，.. i
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宅
地
分
譲
申
込
み
受
付
は
じ
ま
る

V

こ
の
た
び
、
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
が
造
成
し
て
い
た
、
魚
津
A

V
市
大
杉
台
住
宅
団
地
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
分
醸
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
企

V
で

次

に

よ

り

申

込

み

の

受

付

を

い

た

し

ま

す

。

企

仰
即
納
は
本
契
約
締
結
と
同
時
に
前
項

の
契
約
金
を
差
引
い
た
額
を
理
事
長

の
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
、

そ
の
指
定
す
る
場
所
に
お
い
て
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

納
分
割
納
付
は
M
m
回
以
内

(
2
カ
年
)

と
し
て
前
項
の
契
約
金
を
控
除
し
た

残
額
に
つ
い
て
年
9
析
の
利
息
と
と

も
に
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て

理
事
長
の
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に

よ
り
、
そ
の
指
定
す
る
場
所
に
お
い

て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

V
申
込
み
の
畏
付

受
付
け
は
け
月
初
日
例
か
ら
ロ
月
5

日
附
ま
で
の
日
日
間
と
し
ま
す
。

時
間
は
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
と
し
、
土
曜
日
の
午
後
お
よ

び
日
曜
日
、
祭
日
は
受
付
け
い
た
し

ま
せ
ん
。

V
受
付
場
所

魚
津
市
役
所
建
設
部
開
発
課
内
開

発
公
社

電
話
魚
津
@
l
2
2
0
0

内
線
2
8
9

V
申
込
み
方
法

ω申
込
み
は

1
世
帯
1
区
画
に
限
り
ま

す。ω申
込
み
用
紙
に
記
載
事
項
を
記
入
の

う
え
、
次
の
も
の
を
添
え
て
申
込
者

"つ

V
分
譲
す
る
宅
地
の
数
は

叩
区
画
(
位
置
等
は
別
紙
の
と
お
り
)

V
宅
地
の
面
積
お
よ
び
価
格
は
別
衰
の

と
お
り
。

V
申
込
者
の
資
格
要
件

ω魚
津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
で

白
か
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
建

築
す
る
た
め
宅
地
を
必
要
と
す
る
人

で
同
居
家
族
(
婚
約
者
も
含
む
)
が

1
人
以
上
あ
る
人
で
あ
る
こ
と
。

ω現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
で
あ
る

こ
と
。

ω分
譲
契
約
締
結
後
2
年
以
内
に
自
か

ら
の
住
宅
を
建
築
し
て
居
住
で
き
る

人
で
あ
る
乙
と
。

ω本
契
約
締
結
の
際
、
そ
の
契
約
に
つ

い
て
2
名
の
連
帯
保
証
人
を
必
要
と

す
る
こ
と
。

おつ報広48.11.15 

V
分
譲
代
金
の
支
払
方
法

ω譲
受
人
は
売
買
仮
契
約
を
締
結
す
る

と
き
、
契
約
金
と
し
て
分
譲
予
定
価

額
の
叩
軒
相
当
額
を
理
事
長
の
発
行

，
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
契
約
金
は
売
買

代
金
の
一
部
に
充
当
す
る
も
の
と
し

無
利
息
と
す
る
.

ω分
譲
代
金
は
即
納
と
分
割
納
付
の
方

法
と
す
る
。

が
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

に
よ
る
申
込
み
は
受
付
け
い
た
し
ま

せ
ん
。

@
必
要
添
付
書
類
等

的
住
民
票
勝
本
(
同
居
家
族
全
員
記
載

の
も
の
)

同
婚
約
中
の
方
は
婚
約
証
明
書

(
必
要

な
方
に
は
印
制
し
た
証
明
書
用
紙
を

お
渡
し
い
た
し
ま
す
)

川
口
印
鑑
(
印
鑑
証
明
の
と
れ
る
も
の
)

伺
給
与
証
明
ま
た
は
所
得
証
明
書

V
分
援
者
の
決
定

資
格
審
査
の
う
え
各
区
画
ご
と
に
行

な
い
ま
す
。

1
区
画
に
つ
い
て
申
込

者
が

2
名
以
上
の
と
き
は
抽
せ
ん
に

よ
り
分
譲
者
お
よ
び
補
欠
者
を
決
定

い
た
し
ま
す
。

ω抽
せ
ん
の
日
時
お
よ
び
場
所

日

時

伺

年
口
月
叩
日
開
午
前
叩
時

場
所
魚
津
市
役
所
第
3
会
議
室

川
抽
せ
ん
は
公
開
で
行
な
い
ま
す
。

同
抽
せ
ん
結
果
は
別
途
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

付
補
欠
の
効
力
は
(
本
契
約
)
を
締
結

し
た
と
き
は
消
滅
い
た
し
ま
す
。

ω分
譲
の
決
定
し
た
方
は
別
途
指
定
す

る
期
限
ま
で
に
土
地
売
買
仮
契
約
を

締
結
い
た
し
ま
す
。

ω本
契
約
に
つ
い
て
は
、
地
番
、
地
積

お
よ
び
価
格
が
決
定
し
た
時
点
に
お

い
て
す
み
や
か
に
締
結
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

V
宅
地
の
蟻
渡
に
対
す
る
附
帯
条
件

ω譲
受
人
は
契
約
の
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て

2
年
以
内
に
自
己
が
居
住
す

る
住
宅
(
ア
パ
ー
ト
、
工
場
等
営
業

用
建
築
物
は
建
築
で
き
ま
せ
ん
)
を

建
築
関
係
法
令
等
の
諸
規
定
に
基
づ

き
建
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ω譲
受
人
は
譲
り
受
け
た
宅
地
の
所
有

権
移
転
登
記
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

川
年
内
に
譲
り
受
け
た
宅
地
ま
た
は

宅
地
の
上
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
に

(分譲地取付道路〉

関
す
る
所
有
権
、
地
上
権
、
質
権
、

使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
、
貸
借
権
そ

の
他
の
使
用
お
よ
び
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
を
設
定
ま
た
は
移
転
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は

的
相
続
、
そ
の
他
の
一
般
承
継
に
よ

り
そ
の
権
利
が
移
転
す
る
場
合

例
滞
納
処
分
強
制
執
行
、
競
売
法
に

よ
る
競
売
に
よ
り
そ
の
権
利
が
移

転
す
る
場
合

の
他
は
譲
渡
人
〈
魚
津
市
長
)
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
権
利
の
処
分
は

で
き
ま
せ
ん
。

V
買
戻
し
の
特
約

譲
渡
し
た
宅
地
に
は
権
利
処
分
制
限

を
受
け
る
期
間
ま
で
の
間
買
戻
し
の

特
約
を
つ
け
、
譲
受
人
ま
た
は
そ
の

承
継
人
が
契
約
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
2
年
以
内
に
自
己
の
居
住
す
る
住

宅
を
建
築
し
な
い
場
合
、
ま
た
は
権

利
の
設
定
ま
た
は
移
転
の
承
認
に
付

さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
場
合
は
買

民
権
を
行
使
し
ま
す
。

譲
受
人
の
申

請
に
よ
り
譲
渡
人
に
お
い
て
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

つ
い
て
は
前
項
の
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

V
所
有
権
の
移
転
登
記

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
は
、
市
に

お
い
て
分
譲
代
金
完
納
時
点
に
嘱
託

登
記
を
い
た
し
ま
す
が
、
乙
れ
に
要

す
る
費
用
は
譲
受
人
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
こ
れ

に
関
す
る
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

5ー

(
6
ペ
ー
ジ
に
続
く
)
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大

杉

台

住

宅

団

地

の

特

色

一

…

こ

の

分

譲
地
は
、
魚
津
市
が
行
な
う
住
民
政
策
の
一
環
と
し
て
市
民
の
住
一

一、
宅
需
要
に
応
え
る
た
め
に
(
約
一
万
五
千
坪
)
約
四
万
九
千
六
百
平
方
米
の
面
~

一
積
を
有
す
る
緑
豊
か
な
自
然
に
固
ま
れ
た
台
地
に
造
成
さ
れ
て
お
り
、

富
山
一

一
湾
を
一
望
で
き
、
僧
ケ
岳
や
立
山
連
峰
を
何
ぐ
こ
と
の
で
き
る
風
光
明
眉
な

い

…
環
境
良
好
な
住
宅
団
地
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
上

・
下
水
道
や
ガ
ス
施
設
を
集
い

一
中
他、

完
備
し
、
近
代
的
な
生
活
が
楽
し
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

~

づおフ報広.3種郵便鈎思可

造
成
さ
れ
て
い
る

宅
地
の
あ
ら
ま
し

地

①
各
宅
地
は
、
道
路
面
よ
り
高
く
な
る

ょ
う
配
慮
し
て
造
成
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
道
路
面
よ
り
低
い
宅
地
は
あ

り
ま
せ
ん。

①
道
路
と
宅
地
の
聞
に
は
、
す
べ
て
道

路
の
附
属
物
と
し
て
側
溝
を
設
げ
、

ガ
ス
、
上
水
道
、
下
水
道
の
取
付
管

は
各
宅
地
内
に
引
き
こ
み
を
し
て
あ

り
ま
す
。

①
道
路
は
す
べ
て
、
公
道
と
し
、
全
面

舗
装
を
い
た
し
ま
す
。

④
電
位
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
宅
地
の

境
界
に
近
い
道
路
上
に
設
置
す
る
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
(
都
合
に
よ

っ
て
は
、
境
界
か
ら
離
れ
た
宅
地
に

接
す
る
道
路
上
に
設
置
す
る
場
合
等

も
あ
り
ま
す
。
)

譲分

そ
の
他
に
つ
い
て

①
道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
昭
和
何
年

度
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
乙
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
と
了
承
願
い
ま
す
。

①
こ
の
区
域
は
、
地
域
下
水
道
の
排
水

区
域
で
す
か
ら
便
所
は
水
洗
便
所
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
洗
便

所
、
台
所
、
流
し
等
の
汚
水
(
雨
水

は
除
く
)
は
必
ら
ず
各
宅
地
内
の
汚

水
ま
す
に
流
し
込
む
よ
う
設
備
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

①
提
出
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
申
込
書
受
付
け
後
は
申
込
区

画
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
。

④
土
地
売
買
契
約
締
結
後
、
住
所
を
変

」三、
にコ杉大の

守

4
H
H
.
 

成造

第
三
三
六
号

更
し
た
と
き
は
必
ら
ず
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

①
下
水
道
使
用
可
能
時
期
に
つ
い
て
は

昭
和
刊
年
4
月
以
降
の
予
定
で
す
。

①
団
地
内
に
集
会
場
施
設
を
建
設
し
ま

す
が
、
こ
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
団

地
内
住
民
に
移
管
す
る
こ
と
と
し
ま

す。

①
区
画
番
号
@
@
@
@
@
の
画
地
は
、

商
庖
用
区
画
で
あ
り
ま
す
の
で
、
別

の
要
件
を
具
備
し
た
も
の
に
譲
渡
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(分
譲
地
下
見
の
若
人
た
ち
)

/
待
望
の
魚
津
民
謡

レ
コ
ー
ド
盤
完
成
ノ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
要
望
し
て
い
た

魚
津
民
謡
レ
コ
ー
ド
盤
が
、
こ
の
ほ
ど

浅
尾
楽
器
屈
の
手
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ

ま
し
た
。
普
通
盤
よ
り
倍
の
吹
込
み
で

限
定
盤

(五

O
O枚
)
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
も
と
め
に
な
り
た
い
方
は

早
期
に
市
商
工
水
産
課
ヘ
申
込
み
く
だ

さ
い
。な

お
、
吹
込
み
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。マ

魚
津
松
坂
音
頭

(唄
宮
坂
彦
成
)

マ
羽
根
曽
音
頭

(唄

三

井

清

)

マ
盛
気
楼
節
(
唄
長
谷
川
敦
子
)

マ
魚
津
音
頭

(
唄
揚
島
昇
・
久
保

幸
江
)

な
お
、
価
格
は
七

O
O円
で
す
。

。
古
い
魚
津
の
伝
統
民
謡
を
保
存
し
ょ

A
J
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